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 三河湾における干潟及び浅場を造成するため、敷設する人工砂として瓦シャモットの利用が検討されて

いる。そこで、瓦シャモットを海域で使用する場合の安全性を評価するために、瓦シャモット中の有害成

分調査を行った。瓦シャモットを WXD で定性分析したところ鉛が検出されたが、鉛の溶出試験結果は

0.005mg/l で、環境庁告示第 46 号で規定された規制値 0.01mg/l を下回っていた。 
 

１． はじめに 

 当地域の粘土瓦の生産は非常に活発であり、その生産

量は国内総生産の約 55%を占める程である 1）。生産工程

で厳格な品質管理を実施している事も一因であるが、当

地域ではその生産量ゆえに規格外瓦の発生量も多い。そ

れらは瓦シャモットとして、一部を瓦製造用原料に還元

して再利用されているが、さらに有効な循環資源として

の活用が求められている。一方当地域の三河湾では、漁

業生産力向上のため、干潟・浅場造成事業が必要とされ

ている。その造成材としては、浚渫砂や海砂が利用され

てきたが、環境破壊を招く危険性から供給が途絶えつつ

あり代替材料として瓦シャモットが注目されるようにな

った。そこで愛知県水産試験場と共同で瓦シャモットの

造成材としての可能性を検討した。 

 

２． 実験方法 

2.1 県水産試験場との共同研究スキーム 

  

 

 

 

 

 

 

 

図１ 共同研究スキーム 

 

 

 

県水産試験場と三河窯業試験場との役割分担及び実施計

画の概要を図１に示す。本報では、この内の有害成分調

査結果について報告する。 

2.2 瓦シャモット中の有害成分評価方針 

本研究で、瓦シャモットで干潟を造成した場合の環境

アセスメントにまで広げて検討を行う事は困難である。

そこで、瓦シャモットが土壌に関する法令の環境基準 2）

を満たしていることを、瓦シャモットの安全性の判断基

準とした。ただし、三州瓦の焼成温度は概ね 1100～
1150℃であるため、瓦シャモットに有機成分が残有して
いることは考えにくい。問題となるのは陶器瓦の釉薬に

使用されている無機成分である。それらの内、土壌汚染

対策法施行令第１条で規定された特定有害物質に該当す

る元素はホウ素、クロム及び鉛であるが、ホウ素は海域

中では適用除外となっている。そこでクロムと鉛につい

て瓦シャモットの分析を行うこととした。 

 

３．調査結果 

3.1 瓦シャモットの有害成分調査結果 

3.1.1 定性分析結果 

 平成 19 年 10 月、11 月、12 月に採取した瓦シャモッ
ト 3試料に対して波長分散型蛍光Ｘ線分析装置にて定性
分析を実施した、㈱リガク製 Sys3270（LiF分光結晶・
Rh管球）での分析結果を図２に示す。3試料共に、クロ
ムは検出限界以下であったが鉛は検出された。 
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図２ 瓦シャモット定性分析結果（Rh管球） 
 

3.1.2 瓦シャモットの鉛溶出試験結果 

 定性分析により鉛の含有が確認されたため、同様に平

成 19 年 10 月、11 月、12 月に採取した瓦シャモット 3
試料に対して、鉛についての土壌溶出量調査 2）を行った。

その調査手順を図３に、また 10 月採取試料の鉛溶出量
測定結果を図４に示す。図４より鉛の溶出量は 0.17μg/
ｌであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 土壌溶出量調査方法 

 

図４ 鉛溶出量測定結果（10 月採取試料） 

 

他の試料も鉛溶出量が規制値 0.01mg/l 以下 2）であっ

たため、さらに厳しい試験方法である土壌含有量調査 4）

を行った。調査手順を図５に示す。3 試料全ての鉛含有
量が環境規制値 150mg/kg以下 5）であった。3試料の鉛
溶出量測定値及び鉛含有量測定値を表１に示す。 

 

ただしこれらの測定値が定量範囲 6）7）未満の場合は

N.Dと記載した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 土壌含有量調査方法 

 

表１ 瓦シャモット中の鉛成分量調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．結び 

(1) 瓦シャモットを WXD で定性分析した結果、クロム
は検出されなかったが鉛が検出された。 

(2) 鉛について瓦シャモットの土壌溶出量調査及び土壌

含有量調査を行った結果、環境規制値を満足していた。 
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試料の粗砕及びふるい分け 

試料と純水との混合 

振とう処理 

検液採取 

検液の分析 

500ml以上の純水と 
質量体積比 10％で混合

振とう回数：200回／分
振とう幅：5～6cm 
振とう時間：6時間 

測定方法：JIS K 0102 54.1
鉛の規制値：0.01ｍｇ／ｌ2）

孔径 0.45μｍのメンブ
レンフィルターでろ過

試料の粗砕及びふるい分け 

試料と希塩酸との混合 

振とう処理

検液採取 

検液の分析

200ml以上の 
1mol／lの希塩酸と 
質量体積比 3％で混合

振とう回数：200回／分
振とう幅：5～6cm 
振とう時間：2時間
孔径 0.45μｍのメンブ
レンフィルターでろ過

測定方法：JIS K 0102 54.1
鉛の規制値：150ｍｇ／kg5）

試料採取時期      試料履歴

調査項目 H20.10 H20.11 H20.12

溶出量注 1） 
（ｍｇ/ｌ） N.D 0.005 N.D 

含有量 注 2） 
(ｍｇ/ｋｇ) 30 30  30 

注１）測定法：電気加熱原子吸光，標準添加法 

測定装置：㈱島津製作所製 AA-6700 

注２）測定法：フレーム原子吸光，検量線法 

測定装置：セイコー電子工業㈱製 SAS760 

－0.17          20              40           60 

Abs＝0.0115×硝酸鉛(Ⅱ)+0.0019 

X 切片＝－0.17(μg／ｌ) 

Ｒ2＝0.982 


